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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  スイッチング素子のオン・オフにより生じる
液晶への印加電圧の変動が抑制されてなる液晶表示装置
およびその駆動方法を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、一対のガラス基板とガ
ラス基板間に挟持された液晶層とを備え、一方のガラス
基板の電極形成面には、データ信号が供給される信号線
（列電極）１２が形成されるとともに、他方のガラス基
板の電極形成面には、画素電極２２と、画素電極２２に
接続された画素スイッチング素子２５と、画素スイッチ
ング素子２５の動作制御を行う走査線（行電極）２３
と、画素スイッチング素子２５を介して画素電極２２と
接続された共通線２４とが形成されてなり、さらに、信
号線１２に接続されて、該信号線１２へのデータ信号の
供給を制御する信号線スイッチング素子２７を備えてな
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】間隙をおいて対向配置された一対の基板
と、これら一対の基板間に挟持された液晶層とを備え、
上記一対の基板の一方には、列方向に延び、データ信号
が供給される複数の信号線が形成されるとともに、
上記一対の基板の他方には、マトリクス状に配された複
数の画素電極と、それぞれが対応する画素電極に接続さ
れた複数の画素スイッチング素子と、行方向に延び、上
記複数の画素スイッチング素子の動作制御を行う複数の
走査線と、上記画素スイッチング素子を介して画素電極
と接続された共通線とが形成されてなり、
さらに、それぞれが対応する信号線に接続されるととも
に、該信号線への上記データ信号の供給を制御する複数
の信号線スイッチング素子を備えてなることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項２】上記複数の信号線スイッチング素子と画素
スイッチング素子とが同一の基板上に形成されており、
さらに、上記信号線スイッチング素子それぞれと、対応
する信号線との電気的な接続を確保するための複数の信
号線転移部が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項３】上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、そのチャ
ネル長が略同一であるとともに、
上記画素スイッチング素子のチャネル幅と該画素スイッ
チング素子が設けられた画素の静電容量との比が、上記
信号線スイッチング素子のチャネル幅と該信号線スイッ
チング素子が接続された信号線の静電容量との比と、略
同一であることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示
装置。
【請求項４】上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、それらの
チャネル長方向が略同一方向に揃っていることを特徴と
する請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】間隙をおいて対向配置された一対の基板
と、これら一対の基板間に挟持された液晶層とを備え、
上記一対の基板の一方には、列方向に延び、データ信号
が供給される複数の信号線が形成されるとともに、上記
一対の基板の他方には、マトリクス状に配された複数の
画素電極と、それぞれが対応する画素電極に接続された
複数の画素スイッチング素子と、行方向に延び、上記複
数の画素スイッチング素子の動作制御を行う複数の走査
線と、上記画素スイッチング素子を介して画素電極と接
続された共通線とが形成されてなり、さらに、それぞれ
が対応する信号線に接続されるとともに、該信号線への
上記データ信号の供給を制御する複数の信号線スイッチ
ング素子を備えてなる液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
液晶層を挟んで対向する画素電極と信号線とにおいて、
該画素電極へ書き込まれた共通線の電位を維持するべく
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画素スイッチング素子をオフ状態とする期間と、該信号
線に書き込まれたデータ信号の電位を維持するべく信号
線スイッチング素子をオフ状態とする期間とが、少なく
とも一部重複するように駆動を行うことを特徴とする液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置の構
造およびその駆動方法に関するものである。より具体的
には、画素電極および走査電極が、信号線と異なる基板
上に設けられてなる、いわゆる対向ソース型の液晶表示
装置およびその駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来のアクティブマトリクス型の液晶表
示装置は、複数の画素に共通な対向電極が一方の基板上
に設けられるとともに、画素電極、画素に表示信号を供
給する信号線、画素ごとに設けられるスイッチング素
子、並びに該スイッチング素子を駆動する走査線が他方
の基板上に設けられた液晶パネル構成（従来構成１と称
する）を有している。そして、上記信号線および走査線
を駆動するために、これらの本数と同数の出力端をもつ
外部駆動回路（ソースドライバＩＣやゲートドライバＩ
Ｃ、以下まとめてドライバと称する場合もある）を、液
晶パネルに装着していた。
【０００３】しかし、外部駆動回路の点数を減らし、ま
た外部駆動回路の液晶パネルへの実装にかかるコストを
低減するために、ＩＣ（Integrated Circuit) の数を半
分や３分の１に減らすと同時に、各ＩＣからの各出力を
２分岐または３分岐し、得られた出力を信号線スイッチ
ング素子によって適宜選択して供給する方法が考えられ
た。以下、この方法をより具体的に説明する。
【０００４】一般的な液晶パネル構成（従来構成１）と
同じく、上記信号線の端部それぞれは、ソースドライバ
ＩＣ（外部駆動回路の一つ）と電気的に接続されてい
る。ただし、設けられるソースドライバＩＣの数は従来
のものの例えば半分とされ、加えてソースドライバＩＣ
と上記の各端部との間には、信号線スイッチング素子
と、ソースドライバＩＣの出力を信号線と同数に分岐す
る信号線分岐部とがこの順に設けられている。信号線ス
イッチング素子の制御端には、素子の導通・非導通を切
り替える制御信号入力用配線が複数のブロック毎に共通
に接続されており、上記信号線分岐部にて分岐されたソ
ースドライバＩＣの出力（信号）はそれぞれ、対応する
信号線に時分割で供給されるようになっている。
【０００５】このような構造（従来構成２と称する）
は、例えば特開平８－２３４２３７号公報に開示されて
おり、外部駆動回路の設置数の低減などの上記効果に加
え、外部駆動回路の単辺実装が容易であるなどの効果も
記載されている。ちなみにこの公報では、走査線がブロ
ック毎に選択されるのに対し、信号線は隣接ラインをス
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イッチング素子で切り替える例が記載されているが、信
号線をブロック毎に選択する構成としても同様の効果が
得られ、かえって外部駆動回路の構成を単純にすること
ができる。
【０００６】また、アクティブマトリクス型の液晶表示
装置の構造の他の例としては、共通の対向電極ではなく
信号線を一方の基板上に配置し、画素電極、画素に所定
の電位を与える共通線、画素ごとに設けられたスイッチ
ング素子、並びにこれを駆動する走査線を他方の基板上
に配置したもの（従来構成３と称する）が提案されてい
る。このような、信号線と走査線とを異なる基板上に配
置した構造は、例えば米国特許４，６９４，２８７号に
開示されており、信号線の容量が減少してドライバにか
かる負荷が減少することや、信号線と走査線などとのク
ロス部における短絡欠陥が防止されるなどの効果が示さ
れている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところで、画素電極、
信号線、スイッチング素子、並びに走査線を同一基板上
に有する上記従来の構造（従来構成１）では、走査線が
ある画素を選択し終えて走査信号がハイレベルからロウ
レベルに切り替わるとき、走査線と画素電極との間の寄
生容量によって電位を押し下げる現象が現われる。焼き
付き防止のため、液晶に印加する電圧は直流成分を取り
除いておく必要があるので、上記構成では、この電位の
押し下げ分も考慮して、他方の基板上に設けられた対向
電極の電位を調整する必要が生じる。また、他の従来構
造（従来構成３）でも、走査線が選択状態から非選択状
態に切り替わるときにその電位を押し下げる効果がみら
れ、この場合には共通線に与える電位、もしくは他方の
基板上に設けられた信号線の電位を調整する必要があ
る。
【０００８】さらに、上記従来構成２のように、画素電
極、信号線、画素用のスイッチング素子、並びに走査線
を同一基板上に有し、かつ、信号線スイッチング素子を
介して映像信号（データ信号）を信号線に供給する場合
では、１）走査信号がハイレベルからロウレベルに切り
替わるときに加えて、２）信号線スイッチング素子の状
態を選択から非選択に切り替える際にも、該スイッチン
グ素子の制御信号入力用配線と信号線との寄生容量によ
って電位の押し下げが生じ、この電位の押し下げ分が液
晶へ印加される電圧に重畳される。しかも、画素電極お
よび信号線が同一基板上に同一プロセスによって形成さ
れているという構成上、信号線スイッチング素子と画素
用のスイッチング素子とは同種の素子となり、いずれも
走査信号がハイレベルのときに選択（オン）状態とな
り、ロウレベルのときに非選択（オフ）状態となる。よ
って、上記１）、２）の電位の押し下げの極性は同方向
となる。このため、対向電極には信号線の信号（表示信
号）の直流成分と大きく異なる電圧を印加して、電位の
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押し下げ分を補正する必要があった。
【０００９】さらに、ドライバに高耐圧性を持たせる必
要をなくす目的、またはより一層の低消費電力化を実現
する目的で、信号線ドライバ（ソースドライバＩＣ）の
駆動電圧の範囲をより低く抑える場合には、ある一定振
幅の波形の電圧（補正用電圧と称する）を対向電極（共
通電極）に与える方法が従来とられている。なお、上記
従来構成３の場合には、対向電極ではなく、共通線に補
正用電圧を与えることになる。
【００１０】このとき、信号線には、表示すべき画像に
応じて補正用電圧に対する電圧を印加する。より具体的
には、静止画像（固定画面）を表示して、対向電極およ
び信号線の電圧を経時的に観察した場合には、一定振幅
の電圧（補正用電圧）が与えられる対向電極に対し、信
号線には表示すべき画像に応じて同相もしくは逆相にそ
れぞれ位相および振幅を調整した波形の電圧を印加す
る。補正用電圧のレベルを比較的大きくとっていれば、
いずれの表示状態においても信号線への印加電圧を補正
用電圧の振幅の範囲内におさめることができる。しか
し、画素用のスイッチング素子と信号線用のスイッチン
グ素子との双方の押し下げ分をうける場合など、上記電
位の押し下げ分が大きい場合には、信号線の駆動電圧範
囲が対向電極の駆動電圧範囲の外にはみ出ることがあ
る。このときには、信号線用に対向電極用とは異なる新
たな電源を設けて電圧生成をする必要が生じ、消費電力
増大の要因となっていた。
【００１１】また、スイッチング素子による電位の押し
下げはそのスイッチング素子特有の寄生容量の大きさに
より左右されるが、液晶パネルの通常の生産プロセスで
は、各スイッチング素子の寄生容量の大きさにはセル毎
にバラツキが見られる。これは、通常の生産プロセスで
は、スイッチング素子をなすトランジスタのゲート絶縁
膜の膜厚や線幅シフトが、生産時のロット間バラツキ、
ロット内の基板間バラツキ、基板上のセル配置によるバ
ラツキなどを受けて、セル毎にまちまちとなることに起
因する。
【００１２】液晶にＤＣ(Direct current)成分（直流成
分）が印加されると信頼性不良（焼き付きなど）を生じ
るおそれがあり、厳密な調整、例えば、個々の表示装置
毎に外部に設けられた対向電圧（上記補正用電圧）調整
用のボリュームなどを用いてＤＣ成分をなくす調整が必
要であった。
【００１３】ところが、信号線にスイッチング素子を設
ける構造（従来構成２）では、上記のように、画素のス
イッチング素子と信号線のスイッチング素子との双方の
押し下げ成分が重畳されるため、液晶に印加される電圧
のバラツキ幅が大きくなり、対向電圧レベル（補正用電
圧レベル）の可調整範囲を大きくとれるようにする必要
が生じる。例えば、対向電圧レベル粗調整用と微調整用
との二つのボリュームを持たせる必要があるなど、部品
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点数の増加によるコストアップの問題も招来する。さら
に、電位の押し下げが大きいがゆえに補正用電圧の電圧
レベルの範囲が接地電位をまたぐ場合などでは、正電位
および負電位の両方の調整回路を作成する必要があり、
さらにコストアップを招来するという問題があった。
【００１４】本発明は、上記の問題点を解決するために
なされたものであって、その目的は、スイッチング素子
のオン・オフにより生じる液晶への印加電圧の変動が抑
制されてなる液晶表示装置を提供することにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明にかかる液晶表示
装置は、上記の課題を解決するために、間隙をおいて対
向配置された一対の基板と、これら一対の基板間に挟持
された液晶層とを備え、上記一対の基板の一方には、列
方向に延び、データ信号が供給される複数の信号線が形
成されるとともに、上記一対の基板の他方には、マトリ
クス状に配された複数の画素電極と、それぞれが対応す
る画素電極に接続された複数の画素スイッチング素子
と、行方向に延び、上記複数の画素スイッチング素子の
動作制御を行う複数の走査線と、上記画素スイッチング
素子を介して画素電極と接続された共通線とが形成され
てなり、さらに、それぞれが対応する信号線に接続され
るとともに、該信号線への上記データ信号の供給を制御
する複数の信号線スイッチング素子を備えてなることを
特徴としている。
【００１６】上記の構成では、走査線により選択された
画素スイッチング素子を介して共通線の電位が画素電極
に書き込まれるとともに、信号線スイッチング素子によ
り選択された信号線にデータ信号（映像信号）が書き込
まれる。これにより、共通線の電位が書き込まれた画素
電極と、データ信号が書き込まれた信号線との間に挟持
された液晶層に、画素電極－信号線間の電位差に相当す
る電圧が印加され、該データ信号に対応した表示が実現
される。
【００１７】液晶層に印加された電圧の保持は、上記信
号線スイッチング素子と画素スイッチング素子とがオン
からオフへと切り替わることでなされるが、これらスイ
ッチング素子のオン・オフ切り替えの際には、所定量の
電位の押し下げが発生し、これに伴って液晶表示に不都
合な直流成分も発生する。
【００１８】しかしながら、本発明にかかる構成では、
信号線には、その選択・非選択（オン・オフ）を制御す
る信号線スイッチング素子が、また、画素電極には、そ
の選択・非選択を制御する画素スイッチング素子が接続
されており、さらに、上記信号線と画素電極とが異なる
基板上に形成されているので、電気的な極性が同じであ
る信号線スイッチング素子による信号線電位の押し下げ
と、画素スイッチング素子による画素電極の電位の押し
下げとが互いに打ち消し合う。
【００１９】つまり、画素スイッチング素子のオンから
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オフへの切り替えにより生じる液晶への印加電圧の変動
を抑制するように上記信号線スイッチング素子を駆動す
ることで、不都合な直流成分がより低減されるととも
に、所望するレベルにより近い電圧を液晶層に印加する
ことができる。そのため、極めて良好な表示動作を行い
うる液晶表示装置を提供可能となる。また、上記スイッ
チング素子のオン・オフ切り替え時の電位の押し下げを
補正するために新たな電圧生成が不要であり、該液晶表
示装置の消費電力をより低減可能となる。
【００２０】なお、信号線スイッチング素子による信号
線電位の押し下げと、画素スイッチング素子による画素
電極の電位の押し下げとが電気的に同極性となるのは、
一般のスイッチング素子の設計と同様に、これらスイッ
チング素子（薄膜トランジスタなど）がいずれも、走査
信号がハイレベルのときにオンされ、ロウレベルのとき
にオフされるようになっており、このオン・オフ切り替
え（オンからオフへ切り替え）時に発生する電位の押し
下げ（薄膜トランジスタの場合のフィードスルー電圧分
に相当）が同極性となるためである。
【００２１】また、液晶層を挟んで対向する画素電極と
信号線とに関し、該画素電極へ書き込まれた共通線の電
位を維持するべく画素スイッチング素子をオフ状態とす
る期間と、該信号線に書き込まれたデータ信号の電位を
維持するべく信号線スイッチング素子をオフ状態とする
期間とが、少なくとも一部重複するように駆動を行え
ば、両スイッチング素子がオフ状態である期間では、画
素電極は共通線の電位よりフィードスルー電圧分低い電
位を維持し、また、信号線はデータ信号の電位よりフィ
ードスルー電圧分低い電位を維持することになるので、
この画素電極－信号線間の液晶層にはフィードスルー電
圧分の電位変動がキャンセルされた所望の電圧（すなわ
ち、ほぼデータ信号の電位と共通線の電位との電位差）
が印加されることになる。
【００２２】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記複数の信号線スイッチング素子と画素
スイッチング素子とが同一の基板上に形成されており、
さらに、上記信号線スイッチング素子それぞれと、対応
する信号線との電気的な接続を確保するための複数の信
号線転移部が設けられている構成であることがより好ま
しい。
【００２３】上記の構成によれば、画素スイッチング素
子の形成時に、同時に、上記信号線スイッチング素子を
形成することができるので、製造工程の追加やコスト高
を招来することなく信号線スイッチング素子を形成可能
である。また、これらスイッチング素子を同時に形成可
能なことから、画素スイッチング素子と信号線スイッチ
ング素子との電気的な特性をほぼ同一なものとすること
が容易となる。その結果、画素スイッチング素子による
画素電極の電位の押し下げ量と、信号線スイッチング素
子による信号線の電位の押し下げ量とをほぼ同量に合わ
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せこむことがより容易となる。
【００２４】なお、上記の信号線転移部は、異なる基板
上に設けられる信号線と信号線スイッチング素子との電
気的な接続を確保するために必要な構成であり、上記信
号線スイッチング素子を信号線形成側の基板に形成する
程には製造工程数の増加を伴わずに形成可能である。
【００２５】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、そのチャ
ネル長が略同一であるとともに、上記画素スイッチング
素子のチャネル幅と該画素スイッチング素子が設けられ
た画素の静電容量との比が、上記信号線スイッチング素
子のチャネル幅と該信号線スイッチング素子が接続され
た信号線の静電容量との比と、略同一であることがより
好ましい。
【００２６】上記の構造によると、画素スイッチング素
子による画素電極の電位の押し下げ量と、信号線スイッ
チング素子による信号線の電位の押し下げ量とをさらに
正確に一致させることが可能となり、これらの押し下げ
量が互いに打ち消し合う。さらに、信号線および共通線
の電圧信号のＤＣ（直流成分）レベルがほぼ一致し、該
信号線と共通線とを同一の電源で駆動することができる
ので、電圧形成ロスを省くことができる。また、押し下
げ量のセル毎のバラツキを個々に調整する必要がなく、
従来構成と比較して調整に必要な部品や労力を省略でき
るので、コストダウンを図ることが可能となる。
【００２７】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、それらの
チャネル長方向が略同一方向に揃っていることがより好
ましい。
【００２８】上記の構成によれば、液晶パネルの製造工
程において、パターンシフトやずれが発生した場合で
も、画素スイッチング素子による画素電極の電位の押し
下げ量と、信号線スイッチング素子による信号線の電位
の押し下げ量との双方がほぼ同じとなり、これらの押し
下げ量が互いに打ち消し合う。さらに、信号線および共
通線の電圧信号のＤＣレベルがほぼ一致し、該信号線と
共通線とを同一の電源で駆動することができるので、電
圧形成ロスを省くことができる。また、押し下げ量のセ
ル毎のバラツキを個々に調整する必要がなく、従来構成
と比較して調整に必要な部品や労力を省略できるので、
コストダウンを図ることが可能となる。
【００２９】本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法
は、上記の課題を解決するために、間隙をおいて対向配
置された一対の基板と、これら一対の基板間に挟持され
た液晶層とを備え、上記一対の基板の一方には、列方向
に延び、データ信号が供給される複数の信号線が形成さ
れるとともに、上記一対の基板の他方には、マトリクス
状に配された複数の画素電極と、それぞれが対応する画
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素電極に接続された複数の画素スイッチング素子と、行
方向に延び、上記複数の画素スイッチング素子の動作制
御を行う複数の走査線と、上記画素スイッチング素子を
介して画素電極と接続された共通線とが形成されてな
り、さらに、それぞれが対応する信号線に接続されると
ともに、該信号線への上記データ信号の供給を制御する
複数の信号線スイッチング素子を備えてなる液晶表示装
置の駆動方法であって、液晶層を挟んで対向する画素電
極と信号線とにおいて、該画素電極へ書き込まれた共通
線の電位を維持するべく画素スイッチング素子をオフ状
態とする期間と、該信号線に書き込まれたデータ信号の
電位を維持するべく信号線スイッチング素子をオフ状態
とする期間とが、少なくとも一部重複するように駆動を
行うことを特徴としている。
【００３０】上記の方法によれば、信号線スイッチング
素子による信号線電位の押し下げと、画素スイッチング
素子による画素電極の電位の押し下げとが互いに打ち消
し合い、不都合な直流成分がより低減されるとともに、
所望するレベルにより近い電圧を液晶層に印加すること
が可能となる。
【００３１】
【発明の実施の形態】〔実施の形態１〕本発明の実施の
一形態について、図１ないし図３に基づいて説明すれば
以下の通りである。なお、本願発明は、本実施の形態に
記載の範囲内のみに限定されるものではない。
【００３２】本実施の形態にかかる液晶表示装置の液晶
表示パネル部は、図２に示すように、一面に電極が形成
されてなる２枚のガラス基板（透光性・絶縁性基板）１
１・２１を、それぞれの電極形成面が所定の間隔をおい
て対向するように配し、さらに、対向するガラス基板１
１・２１間に適当な液晶材料（図示せず）を封入してな
るものである。一方のガラス基板１１の電極形成面上に
は、一方向（列方向）に伸びる複数の信号線（列電極）
１２…が形成されてなり、他方のガラス基板２１の電極
形成面上には、信号線１２…と略直交する方向（行方
向）に伸びる複数の走査線（行電極）２３…、複数の共
通線２４…、並びにマトリクス状に配された複数の画素
電極２２…が形成されている。本実施の形態に係る液晶
表示装置はすなわち、走査線２３…や画素電極２５…
と、信号線１２…とが互いに異なる基板上に形成されて
なる、いわゆる対向ソース型の電極配置を備えてなる。
【００３３】ガラス基板２１上に形成され、同一方向に
伸長する走査線２３と共通線２４とは、１本ずつを組と
して隣接配置されている。また、行方向に並んだ複数の
画素電極２２…は、ＴＦＴ(Thin Film Transistor)など
の画素スイッチング素子２５を介して、組をなす共通の
走査線２３と共通線２４とに接続されている。
【００３４】ガラス基板１１・２１の間での上下導通
（トランスファ）、すなわち電極間の電気的な接続は、
信号線転移部（信号線トランスファ部）３１およびシー
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ル材層（後述する）において達成されている。信号線転
移部３１では、ガラス基板１１上に形成された各信号線
１２と、ガラス基板２１側に形成された各信号線スイッ
チング素子２７の一つの出力端子２６とが電気的に接続
される。
【００３５】各信号線１２に対応して設けられる信号線
スイッチング素子２７はＴＦＴ等から構成され、行方向
に沿ってガラス基板２１上に複数並設されている。ま
た、行方向に沿って並設された一群の信号線スイッチン
グ素子２７…はそれぞれ、該信号線スイッチング素子２
７…のオン・オフを共通に制御する制御配線（制御信号
線）２８、並びに信号線１２へ書き込むデータ信号を供
給する信号線導入部９に接続されている。なお、データ
配線２８は、走査線２３と同方向に沿って（すなわち行
方向に沿って）配設されている。
【００３６】この液晶表示パネル部には、さらに、信号
線駆動回路８（図１参照）、走査線駆動回路、共通線に
一定レベルの電圧を供給する電源回路、信号線スイッチ
ング素子２７のオン・オフを制御する制御回路、などの
外部駆動回路に接続され、液晶表示装置としてデータ信
号（映像信号）に応じた表示動作を実行する。簡単に説
明すれば、いずれかの走査線２３が選択されると、該走
査線２３に沿って設けられた画素スイッチング素子２５
…がオンされ、この画素スイッチング素子２５…を介し
て共通線２４の電位（共通電位）が画素電極２２に書き
込まれる。このとき、共通電位が書き込まれた画素電極
２２に対向する信号線１２が、対応する信号線スイッチ
ング素子２７のオンにより選択されると、該信号線１２
と画素電極２２との間に配された液晶材料（液晶層）に
対し表示すべきデータ信号に応じた電圧が印加され、液
晶材料の電気光学効果を利用した表示がなされる。な
お、表示動作の詳細については、図１に示す液晶表示装
置の等価回路、並びに図３に示す液晶表示装置の駆動電
圧波形を参照しながら詳細に後述する。また、画素スイ
ッチング素子２５と信号線スイッチング素子２７とは互
いに連関して動作タイミングが制御されているが、この
タイミング制御を行うための制御手段は図示しない。
【００３７】次に、本実施の形態にかかる液晶表示装置
の製造方法の一例につき簡単に説明を行う。はじめに、
電極形成材料の成膜とそのパターニングとにより、ガラ
ス基板２１の一面上に、走査線２３（画素スイッチング
素子２５をなすゲート電極２５ａを兼ねる）、並びに共
通線２４を形成する。このとき、信号線スイッチング素
子２７の制御配線２８も同時に形成しておく。
【００３８】次いで、ゲート絶縁膜、半導体層、ソース
－ドレインコンタクト層となるｎ+－Ｓｉ層（いずれも
図示せず）を形成し、さらにゲート絶縁膜には電気的コ
ンタクトに必要なパターンだけ取り除くべくパターニン
グを施し、共通線電極２５ｃおよび画素電極２２となる
透明導電膜を形成する。ここで形成された共通線電極２
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５ｃは共通線２４に電気的に接続されており、かつ、画
素スイッチング素子２５のドレイン電極として機能する
ものである。また、画素電極２２の一端部２５ｂは、画
素スイッチング素子２５のソース電極として機能するも
のである。
【００３９】つまり、上記の工程を経て、ゲート電極２
５ａ、ドレイン電極（共通線電極２５ｃ）、並びにソー
ス電極（画素電極２２の一端部２５ｂ）を含んでなる画
素スイッチング素子（画素トランジスタ）２５を完成さ
せる。なお、画素スイッチング素子２５と実質同一の構
成を有する信号線スイッチング素子２７も、このとき同
時に形成すればよい。さらに、信号線駆動回路８（図１
に示す）を液晶パネルに外部実装するための実装用パッ
ドや、信号線導入部９（図１に示す）も同時に形成して
おく。
【００４０】一方、対向基板となるガラス基板（絶縁性
基板上）１１上にはあらかじめカラーフィルタやブラッ
クマトリクスなどが所定のパターンで形成されている。
次いで、ＩＴＯ(Indium Tin Oxide)などの透明導電膜を
成膜した後、図２に示すようにパターニングして信号線
１２…を形成する。
【００４１】次に、上記のように電極が形成された２枚
のガラス基板１１・２１を、それぞれの電極形成面が対
向するように貼り合わせる。まず、一方のガラス基板１
１（またはガラス基板２１）の周縁部に、接着剤中に
金、銀、銅などの導電性粒子を混入してなるシール材を
一部開口部（図示せず）を設けて塗布して枠状のシール
材層を形成する。次に、基板間隔（液晶層）を一定の厚
みとするため、電極形成面にスペーサ（図示せず）を散
布した後、両ガラス基板１１・２１を貼りあわせ、加熱
してシール材を硬化させる。ついで上記開口部から液晶
材料を注入した後、封止剤（図示せず）によって開口部
を塞ぎ、液晶表示装置のパネル部分（液晶表示パネル）
が完成する。なお、上記説明のシール材には導電性粒子
が混入されており、ガラス基板１１・２１間を密封する
シール機能に加え、両基板間を電気的に接続する信号転
移部（トランスファ）としての機能を兼ねる。
【００４２】なお、ここで用いられるシール材に関して
は、ＳＴＮ(Super Twisted Nematic) 形液晶を用いたパ
ッシブマトリクス方式の液晶表示装置などで実用化され
ており、狭ピッチで上下基板（ガラス基板１１・２１）
を横方向にリークさせることなく接続する方法として、
例えば特開平１１－３２６９３４号公報に開示されてい
る。
【００４３】以下、図１に示す液晶表示装置の等価回
路、および図３に示す液晶表示装置の駆動電圧波形を参
照しながら、表示動作の詳細につきさらに説明を行う。
【００４４】上記液晶表示装置の表示部として機能する
液晶表示パネル部４１の構成は、図２を参照してすでに
説明した通りであり、液晶表示の単位となる画素Ａ
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Ｂ

k
、Ｃ

k 
、Ｄ

k 
、…が、各画素電極２２に対応して形

成されている。また、液晶表示パネル部４１には、信号
線駆動回路８、走査線駆動回路１、共通線２４に一定レ
ベルの電圧を供給する電源回路２、信号線スイッチング
素子２７のオン・オフを制御する制御回路３・３、など
の外部駆動回路が実装される。なお、液晶表示パネル部
４１には、図示した以外にも多数の信号線、走査線、共
通線などの部材が配されているが、ここでは説明の便宜
上簡略化し、信号線１２として１２ａ～１２ｆの６本の
みを、走査線２３としてＧ

k 
、Ｇ

k+1 
の２本のみを、共

通線２４として３本のみを示している。
【００４５】上記信号線１２ａ～１２ｆの一端部にはそ
れぞれ、該図に示すように信号線スイッチング素子２７
（ＳＷａ，ＳＷｂ，ＳＷｃ，ＳＷｄ，ＳＷｅ，ＳＷｆ）
を設け、これら信号線スイッチング素子２７の他端は、
ソースドライバＩＣなどを含んでなる信号線駆動回路８
に電気的に接続されている。より具体的には、信号線駆
動回路８の出力段からは出力線Ｓ

1 
、Ｓ

2 
、Ｓ

3 
が延び

出しており、これらはそれぞれ二叉分岐して、異なるブ
ロック（以下に説明する）内の信号線スイッチング素子
２７・２７の他端に接続されている。
【００４６】また、上記信号線スイッチング素子ＳＷ
ａ、ＳＷｂ、ＳＷｃの制御端には、該信号線スイッチン
グ素子のオン・オフ（導通・非導通）を切り替える制御
回路３ａが、制御配線ＳＷ

1 
を介して電気的に接続され

ており、一方、信号線スイッチング素子ＳＷｄ、ＳＷ
ｅ、ＳＷｆの制御端には、該信号線スイッチング素子の
オン・オフを切り替える他の制御回路３ｂが、制御配線
ＳＷ

2 
を介して電気的に接続されている。

【００４７】これにより信号線１２…のオン・オフ制御
は、信号線１２ａ、１２ｂ、１２ｃから構成されるブロ
ック（第一ブロックと称する）と、信号線１２ｄ、１２
ｅ、１２ｆから構成される他のブロック（第二ブロック
と称する）とで互いに独立に（時分割で）行われる。
【００４８】つまり、信号線や走査線をブロックに分
け、信号線であればある走査線が選択されている間（走
査線の一選択期間、一水平期間）、また走査線であれば
一垂直期間を時分割して、データ信号や走査信号を各ブ
ロックに順次印加するように、信号の印加先のブロック
を時間とともに切り替えるようにしている。そのなか
で、本実施の形態では、信号線をブロックに分け、走査
線の一選択期間を時分割して、データ信号を各ブロック
に順次印加するように、信号の印加先のブロックを時間
とともに切り替えるようにしている。
【００４９】次に、図１および図３に基づき、上記液晶
表示装置の駆動状態、駆動方法を説明する。なお、ここ
では液晶表示パネル部４１の画面全体を黒表示するため
に、信号線駆動回路８から各信号線１２へ、出力線
Ｓ

1 
、Ｓ

2 
、Ｓ

3 
を介して最大振幅のデータ信号（＋Ｖ

Ｓ、－ＶＳ）が供給されている場合を例に挙げるが、特
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にこの例に限定されるものではない。
【００５０】まず、走査線駆動回路１から供給される走
査信号がオン電圧レベルとなり、走査線Ｇ

k 
が選択状態

となると（時刻ｔ
1 
）、該走査線Ｇ

k 
が選択されている

間に信号線スイッチング素子２７…をそれぞれ導通させ
るべく、制御配線ＳＷ

1 
およびＳＷ

2 
に順に信号（制御

信号）が送られる。制御配線ＳＷ
2 
への信号は、制御配

線ＳＷ
1 
への信号がオン電圧レベルからオフ電圧レベル

に変わるタイミング（例えば時刻ｔ
2 
）でオフ電圧レベ

ルからオン電圧レベルとなる以外は、同波形を有する電
圧信号である。
【００５１】同時に、時刻ｔ

1 
では制御配線ＳＷ

1 
への

信号がオン電圧レベルとなり、該制御配線ＳＷ
1 
に接続

された信号線スイッチング素子ＳＷａ、ＳＷｂ、ＳＷｃ
が導通する。これにより信号線駆動回路８から供給され
たデータ信号（＋ＶＳ）が信号線１２ａ、１２ｂ、１２
ｃに供給される（図中①）。このとき、走査線Ｇ

k 
が選

択されているので画素（正確には画素電極２２）Ａ
k 
、

Ｂ
k 
、Ｃ

k 
には共通線２４の電位（－ＶＣ）が書き込ま

れ（図中③）、これらの画素に対応した液晶層ＬＣＡ
１、ＬＣＢ１、ＬＣＣ１には電圧（ＶＳ＋ＶＣ（図中、
①－③の絶対値））が印加される。なお、このとき制御
配線ＳＷ

2 
は選択されていないため信号線１２ｄにはデ

ータ信号は供給されない。
【００５２】次に時刻ｔ

2 
では、制御配線ＳＷ

1 
が非選

択になり、信号線スイッチング素子ＳＷａ、ＳＷｂ、Ｓ
Ｗｃが非導通となるため、信号線１２ａ、１２ｂ、１２
ｃは電位保持の状態となる。また、信号線スイッチング
素子ＳＷａ、ＳＷｂ、ＳＷｃが選択状態から非選択状態
に変わる瞬間に、その寄生容量により信号線電位の押し
下げが発生し、信号線１２ａ、１２ｂ、１２ｃの電位は
＋ＶＳより低い＋ＶＳ’に変わる。また、時刻ｔ

2 
で

は、制御配線ＳＷ
2 
が選択されて信号線スイッチング素

子ＳＷｄ、ＳＷｅ、ＳＷｆが導通状態となり、信号線駆
動回路８からのデータ信号が信号線１２ｄ、１２ｅ、１
２ｆに供給され（図中②）、これらの画素に対応した液
晶層ＬＣＤ１などには電圧（ＶＳ＋ＶＣ（図中、②－④
の絶対値））が同様に印加される。
【００５３】次に時刻ｔ

3 
では、制御配線ＳＷ

2 
も非選

択になり、信号線スイッチング素子ＳＷｄ、ＳＷｅ、Ｓ
Ｗｆが非導通となる。この結果、信号線１２ｄ～１２ｆ
の電位は、信号線１２ａ～１２ｃの場合と同様に＋Ｖ
Ｓ’に押し下げられる。
【００５４】ついで時刻ｔ

4 
では走査線Ｇ

K 
へ供される

走査信号がロウ（オフ電圧レベル）になり、該走査線Ｇ

K 
に沿って設けられた画素スイッチング素子２５は全て
非導通になる。また、画素スイッチング素子２５が選択
状態から非選択状態に変わる瞬間に、その寄生容量によ
り画素電位の押し下げが発生するので、各画素（正確に
は画素電極２２）Ａ

k 
、Ｂ

K 
、Ｃ

K 
、Ｄ

K 
の電位は－Ｖ
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Ｃより低い－ＶＣ’に変わる。したがって、画素スイッ
チング素子２５が非導通になって液晶層の保持電圧が確
定する時刻ｔ

4 
から次の書込みタイミングである時刻ｔ

5 
までの間（保持期間）は、該液晶層にはＶＳ’＋Ｖ

Ｃ’の電圧（液晶印加電圧）が印加されていることにな
る。
【００５５】ここで、信号線スイッチング素子２７のオ
ン・オフに起因する信号線１２の電位の押し下げ量をΔ
ＶＳ（≧０）、画素スイッチング素子２５のオン・オフ
に起因する画素電位の押し下げ量をΔＶＣ（≧０）とす
ると、
ΔＶＳ＝ＶＳ－ＶＳ’、ΔＶＣ＝ＶＣ’－ＶＣ
となり、保持期間での液晶印加電圧は、
ＶＳ’＋ＶＣ’＝ＶＳ＋ＶＣ－（ΔＶＳ－ΔＶＣ）
となる。
【００５６】同様に計算すると、次のフレーム、すなわ
ち時刻ｔ

5 
から始まるマイナス書込みのフレームにおい

ても、
ΔＶＳ＝ＶＳ－ＶＳ’、ΔＶＣ＝ＶＣ’－ＶＣ
となり、保持期間の液晶印加電圧は、
－ＶＳ’－ＶＣ’＝－（ＶＳ＋ＶＣ）＋（ΔＶＳ－ΔＶ
Ｃ）
となる。
【００５７】すなわち、液晶層には、本来印加したい電
圧（±（ＶＳ＋ＶＣ））に対して、±（△ＶＳ－ΔＶ
Ｃ）だけオフセットをかけた電圧が印加されることにな
る。
【００５８】ここで、ΔＶＣ＝△ＶＳとなるように、画
素スイッチング素子２５…および信号線スイッチング素
子２７…を設計した場合には、共通線２４からのＤＣ電
圧成分と信号線１２からのＤＣ電圧成分とのレベルが一
致する。つまり、液晶に印加される電圧のオフセット分
±（△ＶＳ－ΔＶＣ）が０となるので、液晶層にＤＣ電
圧成分が印加されることを防ぐために、電圧調整回路な
どを用いて信号線１２や共通線２４に上記オフセット分
のＤＣ値を重畳する必要がなくなる。
【００５９】また、このときには、信号線１２もしくは
共通線２４の一方のために用意した電源が供給する電圧
の範囲内に、他方に供給すべき電圧の範囲が含まれるこ
とになる。よって、信号線１２用の電源と、共通線２４
用の電源とを別々に用意する必要がなくなり、低消費電
力化の観点からもより好ましい。
【００６０】また、液晶に印加される電圧のオフセット
分±（△ＶＳ－ΔＶＣ）が仮に０とならない場合であっ
ても、△ＶＳとΔＶＣとで電圧のオフセット分が打ち消
されて非常に小さく抑えられ、従来構成と比較してより
設定レベルの電圧（±（ＶＳ＋ＶＣ））に近い電圧が液
晶に印加されることとなる。
【００６１】つまり、従来のように、画素電極と信号電
極とを同一基板上に設け、それぞれのオン・オフを、画
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素スイッチング素子と信号線スイッチング素子とで制御
する構成（従来構成２）では、液晶に印加される電圧の
オフセット分が±（△ＶＳ＋ΔＶＣ）となり、ΔＶＳ、
ΔＶＣはともに正の量であることから（変化量のため）
同極性に押し下げ効果を発揮し、設定レベルの電圧から
大きくかけ離れた電圧が液晶に印加されてしまう。よっ
て、対向調整回路（電圧調整回路）などを用いた印加電
圧レベルの補正が必須となるが、本実施の形態では信号
線１２の電位の揺らぎに由来する電圧オフセット分と、
画素電極２２の電位の揺らぎに由来する電圧オフセット
分とが互いに打ち消し合うので、印加電圧レベルの補正
をなくすことができる。また、仮に印加電圧レベルの補
正が必要であっても、補正量がより小さくて済むので、
電圧調整回路の構成の簡略化や、消費電力の低減を実現
可能となる。
【００６２】ところで、一般にΔＶＣおよびΔＶＳは次
の式で表される。
【００６３】△ＶＣ＝Ｃｇｄ／Ｃｐｉｘ＊Ｖｇｐｐ
ΔＶＳ＝Ｃｓｗｓ／Ｃｓ＊Ｖｓｗｐｐ
Ｃｇｄ：画素スイッチング素子のゲート－画素間寄生容
量
Ｃｐｉｘ：画素のトータル容量（静電容量）
Ｖｇｐｐ：走査線の信号のハイ－ロウ電圧差
Ｃｓｗｓ：信号線スイッチング素子の制御電極－信号線
間寄生容量
Ｃｓ：信号線のトータル容量（静電容量）
Ｖｓｗｐｐ：制御配線の信号のハイ－ロウ電圧差
生産品のプロセスバラツキなどによって、ゲート絶縁膜
の膜厚が変動したり、トランジスタ（スイッチング素
子）のゲート電極の幅、ゲート－ドレイン電極の重なり
量が変動した場合、上記のＣｇｄやＣｓｗｓの値は大き
く変動する。ところが、実際の生産プロセスでは、これ
らの変動を完全になくすことは不可能であり、したがっ
て従来は、液晶表示装置に備えられた液晶表示パネル毎
に対向電極（従来構成２の場合）のＤＣレベルを調整す
る必要があった。
【００６４】本実施の形態に記載の液晶表示装置でも、
仮に、液晶に印加される電圧のオフセット分±（△ＶＳ
－ΔＶＣ）が０でない場合で、かつ、この電圧オフセッ
ト分を取り除く調整を行う場合には、各パネル毎に対応
する必要が生じるが、ΔＶＣ＝ΔＶＳの場合には工程の
ばらつきの有無に関わらず画素にＤＣ値が印加されず、
当然変動もないため調整の必要がない。
【００６５】ところで、走査線２３の電圧レベルと制御
配線ＳＷ

1 
・ＳＷ

2 
の電圧レベルとは、アモルファスＳ

ｉなどによるスイッチングデバイスを駆動する上で必要
なデバイス固有の電圧レベルをとる故、同一であること
が多い。よって、上記のＶｇｐｐとＶｓｗｐｐとは一般
に同一値をとると考えてよく、△ＶＣ＝ΔＶＳとするた
めには、Ｃｇｄ／ＣｐｉｘとＣｓｗｓ／Ｃｓとを同一に
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する必要がある。
【００６６】トランジスタ製造プロセスの最小ルールを
採用することによって画素スイッチング素子および信号
線スイッチング素子のチャネル長（後述する）を同一の
最小値とし、ＣｇｄとＣｓｗｓとを最小にすべく試みた
場合、信号線もしくは画素に所定の電圧を印加する能力
もしくは充電率は、チャネル長が同一である故、各スイ
ッチング素子のチャネル幅と対応する負荷容量との比率
によって定まる。
【００６７】このとき、信号線スイッチング素子と画素
スイッチング素子とにおける、チャネル幅と負荷容量
（信号線の静電容量、画素の静電容量）との比率は略一
定とすることがのぞましく、この設定によれば、寄生容
量と負荷容量との比率も、信号線スイッチング素子と画
素スイッチング素子とで略同一となる。すなわち、Ｃｇ
ｄ／ＣｐｉｘとＣｓｗｓ／Ｃｓとは同一となる。また上
記スイッチング素子の構成は、チャネル幅が異なる以外
はほぼ同一であるため、ゲート絶縁膜やパターンシフ
ト、パターンずれなどによる作用もほぼ同一となる。す
なわち、製造プロセスのバラツキを受けても、Ｃｇｄ／
Ｃｐｉｘ＝Ｃｓｗｓ／Ｃｓの関係が保たれ、ΔＶＣ＝Δ
ＶＳの関係を常時満足するようになる。
【００６８】さらに、画素スイッチング素子と信号線ス
イッチング素子とのチャネル長方向が略同一であること
がより好ましい。ここで、各スイッチング素子のチャネ
ルとは、ソース－ドレインコンタクト層となるｎ+ －Ｓ
ｉ層（アモルファスＳｉ層）のソース－ドレイン間に挟
まれた領域を指し、チャネル長とは一般に定義されるよ
うにソース－ドレイン間隔に対応したチャネルの長さに
相当し、チャネル幅とは、ソースドレイン間方向に直交
する方向でのチャネルの長さを指す。また、チャネル長
方向とは、チャネル長の形成方向（ソース－ドレイン間
方向）を指す。チャネル長方向のずれはＴＦＴの特性バ
ラツキを招来するが、上記の構成とすれば、製造工程に
おいてある特定方向のパターンシフトやずれが発生した
場合にも、画素スイッチング素子による画素電位の押し
下げ量と、信号線スイッチング素子による信号線電位の
押し下げ量との双方の変化量がほぼ同じになるので、Ｃ
ｇｄ／Ｃｐｉｘ＝Ｃｓｗｓ／Ｃｓの関係が保たれ、信号
線と共通線との信号のＤＣレベルに差が生じないとい
う、上記の効果が保たれる。
【００６９】以上のように、本発明にかかる液晶表示装
置は、間隙をなして相対して配置された基板と、これら
の基板の間隙に挟持された液晶と、これら基板のうち一
方の基板上に列方向に配置された複数の信号線と、該信
号線を他方の基板側に転移する複数の信号線転移部と、
他方の基板上に形成された複数の画素電極と、該画素電
極に個別に接続される画素スイッチング素子と、行方向
に配置され該画素スイッチング素子を駆動する複数の走
査線と、該画素スイッチング素子を介して画素電極と接
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続された共通線と、該他方の基板上にあって、上記複数
の信号線と個別に一端が電気的に接続された複数の信号
線スイッチング素子とを有する構成であってもよい。
【００７０】上記の構成によれば、画素スイッチング素
子のオン・オフにより発生する画素電位の押し下げと、
信号線スイッチング素子のオン・オフにより発生する信
号線電位の押し下げとが互いに打ち消し合うように発生
するので、画素電位や信号線電位の調整を特に要せず
に、より所望する値に近い電圧を液晶層に印加可能とな
るという効果を奏する。
【００７１】
【発明の効果】本発明にかかる液晶表示装置は、以上の
ように、一対の基板と、該基板間に挟持された液晶層と
を備え、基板の一方には、列方向に延び、データ信号が
供給される複数の信号線が形成されるとともに、基板の
他方には、複数の画素電極と、画素電極に接続された複
数の画素スイッチング素子と、行方向に延び、画素スイ
ッチング素子の動作制御を行う複数の走査線と、画素ス
イッチング素子を介して画素電極と接続された共通線と
が形成されてなり、さらに、対応する信号線に接続され
るとともに、信号線への上記データ信号の供給を制御す
る複数の信号線スイッチング素子を備えてなる構成であ
る。
【００７２】上記の構成によれば、不都合な直流成分が
より低減され、かつ所望するレベルにより近い電圧を液
晶層に印加することができるので、極めて良好な表示動
作を行いうる液晶表示装置を提供可能となるという効果
を奏する。
【００７３】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記複数の信号線スイッチング素子と画素
スイッチング素子とが同一の基板上に形成されており、
さらに、上記信号線スイッチング素子それぞれと、対応
する信号線との電気的な接続を確保するための複数の信
号線転移部が設けられている構成であることがより好ま
しい。
【００７４】上記の構成によれば、画素スイッチング素
子の形成時に、同時に、上記信号線スイッチング素子を
形成することができるので、製造工程の追加やコスト高
を招来することなく信号線スイッチング素子を形成可能
である。また、画素スイッチング素子による画素電極の
電位の押し下げ量と、信号線スイッチング素子による信
号線の電位の押し下げ量とをほぼ同量に合わせこむこと
がより容易となるという効果を加えて奏する。
【００７５】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、そのチャ
ネル長が略同一であるとともに、画素スイッチング素子
のチャネル幅と画素の静電容量との比が、信号線スイッ
チング素子のチャネル幅と信号線の静電容量との比と、
略同一であることがより好ましい。
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【００７６】上記の構造によれば、画素スイッチング素
子による画素電極の電位の押し下げ量と、信号線スイッ
チング素子による信号線の電位の押し下げ量とがほぼ同
じとなって互いに打ち消し合い、さらに、信号線および
共通線の電圧信号のＤＣレベルがほぼ一致し、該信号線
と共通線とを同一の電源で駆動することができるので、
電圧形成ロスを省くことができるという効果を加えて奏
する。
【００７７】さらにまた、押し下げ量のセル毎のバラツ
キを個々に調整する必要がなく、従来構成と比較して調
整に必要な部品や労力を省略できるので、コストダウン
を図ることができるという効果を加えて奏する。
【００７８】本発明にかかる液晶表示装置は、上記の構
成において、上記画素スイッチング素子および信号線ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであって、それらの
チャネル長方向が略同一方向に揃っていることがより好
ましい。
【００７９】上記の構成によれば、液晶パネルの製造工
程において、パターンシフトやずれが発生した場合で
も、画素スイッチング素子による画素電極の電位の押し
下げ量と、信号線スイッチング素子による信号線の電位
の押し下げ量との双方がほぼ同じとなり、これらの押し
下げ量が互いに打ち消し合う。さらに、信号線および共
通線の電圧信号のＤＣレベルがほぼ一致し、該信号線と
共通線とを同一の電源で駆動することができるので、電
圧形成ロスを省くことができるという効果を加えて奏す
る。
【００８０】本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法
は、以上のように、一対の基板と、これら基板間に挟持
された液晶層とを備え、基板の一方には信号線が形成さ
れるとともに、基板の他方には、画素電極と、画素電極
に接続された画素スイッチング素子と、画素スイッチン
グ素子の動作制御を行う走査線と、画素スイッチング素

18
子を介して画素電極と接続された共通線とが形成されて
なり、さらに、信号線へのデータ信号の供給を制御する
信号線スイッチング素子を備えてなる液晶表示装置の駆
動方法であって、液晶層を挟んで対向する画素電極と信
号線とにおいて、画素電極へ書き込まれた共通線の電位
を維持するべく画素スイッチング素子をオフ状態とする
期間と、信号線に書き込まれたデータ信号の電位を維持
するべく信号線スイッチング素子をオフ状態とする期間
とが、少なくとも一部重複するように駆動を行う方法で
ある。
【００８１】上記の方法によれば、信号線電位の押し下
げ量と、画素電極の電位の押し下げ量とが互いに打ち消
し合い、不都合な直流成分がより低減されるとともに、
所望するレベルにより近い電圧を液晶層に印加すること
が可能となるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態に係る液晶表示装置の等
価回路の概略を示す図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の概略構成を表す斜視
図である。
【図３】図１に示す液晶表示装置の駆動状態を表すタイ
ミングチャートである。
【符号の説明】
１１    ガラス基板（基板）
１２    信号線
２１    ガラス基板（基板）
２２    画素電極
２３    走査線
２４    共通線
２５    画素スイッチング素子
２７    信号線スイッチング素子
３１    信号線転移部
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